
瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て

二
つ
の
傳
本
を
て
が
か
り
と
し
て

谷

口

綾

は
じ
め
に

『
日
用
本
草
』
は
、
元
代
の

瑞
に
よ
っ
て

纂
さ
れ
た

物

本
草
で
あ
る
。
當
時
の

物
お
よ
そ
五
四
〇
種
を
、

水
、
五

、
五
蓄
、

禽
、
蟲
魚
、
五
果
、
五

、
五
味
の
八

に
分

し
、
名

、
形

、

集
・
栽
培
法
、
性
質
や
效
能
、
活
用
法
な

ど
を
列
記
す
る
。
元
・
天

二
年
（
一
三
二
九
）
に
八

に
ま
と

め
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
、
至
正
三
年
（
一
三
四
三
）
に

版
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る１

）。
傳
存
す
る
『
日
用
本
草
』
は
す
べ
て

版

で
、

瑞
か
ら
七
世
代
の
ち
の
子
孫
と
な
る

鎭
が
校
補
し
、
嘉

靖
四
年
（
一
五
二
五
）
頃
に
『
家
傳
日
用
本
草
』
と
し
て
版
行
さ

れ
た
（

谷
大
學
大
宮
圖
書

寫
字
臺

庫
、
東
京
國
立
博
物

料

に
現
藏
）。

本
書
は
こ
れ
ま
で

谷
大
學
が

藏
す
る

版
で
知
ら
れ
て
い

た
が
、

年
に
な
り
東
京
國
立
博
物

の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
で
公
開
さ
れ
、
國

二
件
目
の

在
が

ら
か
と
な
っ
た
。

『
日
用
本
草
』
を
め
ぐ
っ
て
は
、

谷
大
學
藏
の

版
を
も
と
に
、

書
誌
お
よ
び
本
草
史
の
分
野
で

究
が

め
ら
れ
て
き
た
が２

）、
新

た
に
確

さ
れ
た
東
京
國
立
博
物

の
『
日
用
本
草
』
と
の
關
係

や

を
め
ぐ
る

史

な
考
察
に
つ
い
て
は
未
だ
行
わ
れ
て
い

な
い
。

こ
の
二
つ
の

版
が
傳
來
し
た
頃
の
日
本
で
は
、
時
代
が
安
土

四
三

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



桃
山
か
ら
江

へ
と
移
り

國
體
制
が

か
れ
た
後
も
、
中
國
の

醫
藥
典

が

入
さ
れ
續
け
、
こ
れ
ら
の
飜
刻
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
は
中
國
の
醫
藥
典

を
一
方

に
需

し
て
き
た
の
に

對
し
、
江

時
代
中
期
に
は
、
中
國
醫

の

釋
書
や
醫
學

蒙

書
な
ど
、
日
本
獨
自
に

容
を
變

・
發
展
さ
せ
た
醫
藥
書
の
刊

行
が

加
し
て
い
る
。
特
に
こ
の
時
期
の
本
草
學
は
、
幕
府
の
庇

護
の
下
に

究
の
幅
が
廣
が
り
を
み
せ
、
儒
學
敎

を

ね
備
え

た
日
本
人
醫
師
ら
に
よ
っ
て
多
く
の

療
書
も

さ
れ
て
い
る３

）。

同
時
代
に
傳
わ
っ
た

・
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
が
、
當
時

の
醫
藥
・
藥
理
の
分
野
で
多
大
な
影

力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は

知
に
屬
そ
う
。
そ
の
よ
う
な

況
の
下
で
、
元
人
に
よ
る
『
日

用
本
草
』
の

容
は
人
々
に
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
本
書

立
の
背
景
な
ら
び
に
本

で
の
受
容
の

子
を

讀
み
解
く
こ
と
は
、『
證

本
草
』
を
基
幹
と
す
る
元
時
代
の
本

草
書
が
、
獨
自
に
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
時
期
の
日
本
の
醫
藥

に
與
え
た
影

を
考
え
る
上
で
も
必

な
作
業
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

究

果
に
依
り
つ
つ
、

谷
大
學
と
東
京
國
立
博
物

に
現
存
す
る
二
つ
の
『
日
用
本
草
』

を
い
ま
一
度
整
理
し
、
兩
書
の
關
係
や
來

、

や
刊
行
の

況
を
探
る
と
と
も
に
、
日
本
で
の
受
容
の

相
に
つ
い
て
も
考
え

て
み
た
い
。

一
『
日
用
本
草
』
の
二
つ
の
傳
本

『
日
用
本
草
』
は
、
元
版
、

鎭
に
よ
る

版
、
そ
し
て

代

錢
允
治
の
『

物
本
草
』
に
收
め
ら
れ
た
縮

版４
）の

三
種
が
、
十

四
世
紀
以
降
に
中
國

外
で
流

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
中
國
で
は
、
藏
書
目

の

況
な
ど
か
ら
、

代
か
ら
淸
代
に
か
け
て
『
日
用
本
草
』
八

本
が
流

し
て
い

た
こ
と
が

し
て
お
り５

）、
同
時
代
の
日
本
で
も
、
醫
藥
書
を

す
際
に
參
考
に
し
た

物
本
草
の
一
つ
と
し
て
『
日
用
本
草
』
の

名

が

が
る
ほ
か
、
江

後
期
の
醫
藥
古
典

の
傳
本

査
で

も

版
の

在
が
特
定
さ
れ
て
い
る６

）。

し
か
し
、
澁
江
抽
齋
等
『
經

訪
古
志
』（

治
十
八
╱
一
八
八

五
年
刊
）
を

後
に
『
日
用
本
草
』
の

在
に
關
す
る
中
日
雙
方

の
記

は

え
、
か
つ
て
日
本
で
存
在
し
て
い
た
は
ず
の
傳
本

も
な
が
ら
く

在
不

と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
本
書
は
、
錢

四
四

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



允
治
の
『

物
本
草
』
や
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
に
引
用
さ
れ

て
い
る

に
よ
っ
て

容
の
一
部
が
知
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、

谷
大
學

藏
本
の
本
格

な

査
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の

容
が

ら
か
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な

況
の
中
で
、
一
九
九
四
年
か
ら
一
九
九
七
年
に

か
け
て
、

谷
大
學
は
本
願
寺

代
宗

の
藏
書
で
あ
る
寫
字
臺

庫
を
中
心
に
和

古
典

に
對
す
る

査
を
行
っ
た
。
こ
の

査
に
よ
っ
て
『
日
用
本
草
』
の

藏
が
確

さ
れ
、
本
書
は
現
存

す
る
國

外
で
唯
一
の
八

本
と
し
て
そ
の
史
料

價
値
が
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た７

）。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
、
東
京
國

立
博
物

が
江

幕
府
舊
藏

料
の
悉
皆

査
を
實
施
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
萬
二
千

餘
り
に
お
よ
ぶ
幕
府
舊
藏

料
群
の
中
か

ら
、
も
う
一
つ
の
『
日
用
本
草
』
が
確

さ
れ
、
そ
の
後
、
同

が

營
す
る
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
上
に
公
開
さ
れ
た８

）。

谷
大
學
の
『
日
用
本
草
』（
以
下
、

谷
本
）
に
つ
い
て
は
、

眞
柳

氏
等
の
解
題
、
鄭
金
生
氏
の
校

に
よ
っ
て
、
同
書
の
書

誌
學

側
面
は

ね

ら
か
に
さ
れ
て
い
る９

）。
し
か
し
、

谷
本

よ
り

れ
て
確

さ
れ
た
東
京
國
立
博
物

料

の
『
日
用
本

草
』（
以
下
、
東
博
本
）
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
さ
れ
た

も
の
の
、
史
料
の
分
析
は
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
兩
本
の
關

係
も
未
だ

ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の
二
つ
の

傳
本
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
關
係
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

谷
本

谷
大
學
大
宮
圖
書

藏

現

：

八

一

、
線

。
表
紙
に

谷
大
學
大
宮
圖
書

ラ
ベ

ル
「
寫
字
臺
」「690.9/449-1

」
お
よ
び
無
記
ラ
ベ
ル
貼
附
。

葉
匡
郭
約
一
八

九
×
一
二

七
。
四

雙
邊
、
有
界
十
二
行
二

四
字
。
版
心
書
名
丁
附
、
白
口
黑
魚
尾
。

び
紙
裏
右
下
に
印
記

「
寫
字
臺
之
藏
書
」
あ
り
。
目

題
「
家
傳
日
用
本
草
目

」、

「
新
安

寧
醫
學

瑞

輯
」、「
七
世
孫
鎭
校
補
重
刊
」
と
あ
り
。

題
「
家
傳
日
用
本
草
」、「
新
安
醫
學

瑞

輯
」、「
七
世
孫
鎭

校
補
重
刊
」
と
あ
り
。
各

に
朱
點
、
朱
引
、
書
入
れ
（
朱
書
含

む
）
あ
り
。
蟲
損
あ
り
。
李

序

後

、
阿
思

崖
序

、

瑞
序

の
該
當
葉
缺
丁
。

六
「
桃
毛
」
か
ら
「

四
五

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



櫨
」（
四
・
五
葉
）、「

子
」
か
ら
「
梨
」（
七
・
八
・
九
葉
）
三
四

種
該
當
葉
缺
丁
。

八
末
葉
に
刊
記
「

西
仇
川

錠

銑
刊
」

あ
り
。
表

修
理
の
形
跡
あ
り
（
時
期
不

）。

構

：

・
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
李

重
刊
序
、
元
・
至
正

三
年
（
一
三
四
三
）
阿
思

崖
序
、
元
・
天

二
年
（
一
三
二

九
）

瑞
序
、
家
傳
日
用
本
草
目

、

一
・

水

（
十
三

種
）、

二
・
五

（
三
二
種
）、

三
・
五
蓄

（
一
五
二

種
）、

四
・

禽

（
六
四
種
）、

五
・
蟲
魚

（
六
六
種
）、

六
・
五
果

（
九
八
種
）、

七
・
五

（
八
一
種
）、

八
・
五
味

（
三
四
種
）、「
四
時

神

宜
」、「
四
季
末
一
十
八

日
皆

脾
旺
」、「
五
味

走

疾
」、「

問
伯
高

之

」、

「
五
味
五
色
相
宜

合
」、「

宜

忌
」、「
五
行
相
生
相

」、「
五

六
腑
表
裏
應
候
」、

・
嘉
靖
四
年
陳

重
刊
後
序
、

・
嘉
靖
四
年

鎭
識
語
。

東
博
本

東
京
國
立
博
物

料

藏

現

：

八

一

、
線

。
表
紙
に
上
か
ら
東
京

室
博
物

圖

書
レ
ベ
ル
「

書
╱
番
號165

╱
函61

╱
架4

╱

1
」、

國
博

物

藏
書
票
「

╱
醫
書
部
╱
一
九
五
號
╱
西
二
ノ
三
架
╱
一

」、
同
「
西
二
ノ
三
」（
下
部
）、
東
京
國
立
博
物

料

ラ

ベ
ル
「052/4-42

」
貼
附
。
外
題
（

書
）「
日
用
本
草
」、
外
題

の
下
に
「
完
」
字
あ
り
。

葉
匡
郭
約
一
八

七
×
一
二

三
。

四

邊
、
有
界
十
二
行
二
四
字
。
版
心
書
名
丁
附
、
白
口
黑
魚

尾
。
序

一
葉
表
に
印
記
あ
り
。
右
上
か
ら
順
に
「
吉
家
氏
藏
」、

「
多
紀
氏
藏
書
印
」、「

藏
書
記
」、「
醫
學
圖
書
」、「

壽

殿
書

記
」、「

國
博
物

圖
書
」。

題
「
家
傳
日
用
本
草
」、

「
新
安
醫
學

瑞

輯
」、「
七
世
孫
鎭
校
補
重
刊
」
と
あ
り
。
各

に
朱
點
、
朱
引
き
、
書
入
れ
（
朱
書
含
む
）
あ
り
。
蟲
損
あ
り
。

元
・
至
正
三
年
阿
思

崖
序
、
元
・
天

二
年

瑞
序
、
家
傳

日
用
本
草
目

、

・
嘉
靖
四
年
陳

重
刊
後
序
、

・
嘉
靖
四

年

鎭
識
語
の
該
當
葉
缺
丁
。
表
紙
・
裏
表
紙
に
、
印
刷
題
箋
を

用
い
た
裏
打
ち
の
形
跡
あ
り
（
時
期
不

）。

構

：
・
嘉
靖
四
年
李

重
刊
序
、

一
・

水

（
十
三

種
）、

二
・
五

（
三
二
種
）、

三
・
五
蓄

（
一
五
二

四
六

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



種
）、

四
・

禽

（
六
四
種
）、

五
・
蟲
魚

（
六
六
種
）、

六
・
五
果

（
九
八
種
）、

七
・
五

（
八
一
種
）、

八
・
五
味

（
三
四
種
）、「
四
時

神

宜
」、「
四
季
末
一
十
八

日
皆

脾
旺
」、「
五
味

走

疾
」、「

問
伯
高
谷
之

」、

「
五
味
五
色
相
宜

合
」、「

宜

忌
」、「
五
行
相
生
相

」、「
五

六
腑
表
裏
應
候
」。

從
來
、

谷
本
と
東
博
本
は
同
版
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が10

）、
實

見
す
れ
ば
同
版
で
な
い
こ
と
は

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
東
博
本

は

鮮
活
字
版
で
あ
る
と
の
報

も
あ
る
が11

）、

ら
か
に

鮮
版

で
は
な
い
。
兩
本
を
比
較
し
て
は
じ
め
て
、
こ
の
二
本
は
と
も
に

鎭
重
刊
の

版
の
系
統
に
屬
す
る
も
の
の
、
同
一
の
版
で
は
な

い
こ
と
が
分
か
る
。

體

に
缺
丁
箇

を
除
い
て

容
や
版
式
に
大
き
な

い
は

な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構

、
匡
郭
、
魚
尾
、
字
體
、
表
記
（

字
な
ど
）
の
細
部
に
は

い
が
見
ら
れ
る
。
葉
數
の
下
に
表
れ
る

刻
工
の
名
も
兩
本
で
異
な
り
、
た
と
え
ば

谷
本

二
の
二
葉
目

と
三
葉
目
で
は
「
定
」
と
あ
る
の
に
對
し
、
東
博
本
の
該
當
葉
で

は
と
も
に
「
先
」
と
表
さ
れ
て
い
る12

）。
そ
し
て

谷
本
の

末
に

は
「

西
仇
川

錠

銑
刊
」
の
刊
記
が
あ
る
が13

）、
東
博
本
に
は

さ
れ
て
い
な
い
。

兩
本
の
序

を
比
べ
る
と
、

谷
本
は
、

筆
の
線
に
よ
り
忠

實
（

筆
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く

さ
れ
て
い
る
）
に

ら
れ
た
印

を
受
け
る
が
、
東
博
本
に
は
、

々
に
寫
し

れ
と
思
わ
れ
る
刻

字
の
不
自
然
さ
が

り
、
ま
た

谷
本
よ
り
も

字
の
線
が
細
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
東
博
本
の
本

に

は
、
た
と
え
ば

四
の
一
葉
表
六
行
目
の
「
米
」
字
、
同
葉
裏
五

行
目
の
「
葱
」
字
の
よ
う
に
、
も
と
の

字
が
よ
く
理
解
さ
れ
ず

に
刻
字
さ
れ
て

字
と
な
っ
た
箇

が
確

で
き
る
（【
圖
版
１
】

【
圖
版
２
】）。
從
っ
て
、
東
博
本
は

谷
本
の

刻
本
で
は
な
い

か
と
い
う
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

谷
本
に
は

部
で

十
二
カ

の

が
確

で
き
る
が
、
東
博
本
に
は
そ
の
い
ず
れ

に
も

字
が
入
っ
て
お
り
、

谷
本
と
は
別
の
箇

に

が

る14
）。

こ
れ
は
東
博
本
が

谷
本
を

刻
し
た
際
に
補
わ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る15

）。

谷
本
は
、
缺
丁
に
よ
っ
て
李

重
刊
序
の
後

部
分
と

六

四
七

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



の

容
の
一
部
が
失
わ
れ
て
お
り
、
李

の
序

の

容
は
、
こ

れ
ま
で
多
紀
元
胤
『
醫

考
』（

政
二
╱
一
八
一
九
年

書
）
に

載

さ
れ
た

に
賴
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
こ
の
た
び
東

博
本
が
新
た
に
確

さ
れ
た
こ
と
で
、

谷
本
で
は
確

で
き
な

か
っ
た
序

の

り
と

六
缺
落
箇

の
復
元
が
可
能
と
な
っ
た
。

一
方
の
東
博
本
は
、
本

の

容
に
缺
落
は
見
ら
れ
な
い
も
の

の
、
李

の
序

が

さ
れ
る
だ
け
で
、
阿
思

崖
の
序
、

瑞
の
序
、
家
傳
日
用
本
草
目

、
陳

の
重
刊
後
序
、

鎭
の
識

語
を
缺
い
て
お
り
、
こ
ち
ら
も

谷
本
と
同
じ
く
完
本
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
『
日
用
本
草
』
は
、

谷
本
と
東
博
本
の
二
つ
で
補
完

し
あ
う
こ
と
で
は
じ
め
て
、
そ
の

容
を
確

す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。二

氏
と
『
日
用
本
草
』
を
め
ぐ
る
人
々

中
日
雙
方
で
『
日
用
本
草
』
の
記

が

さ
れ
て
い
る
の
に
對

し
、
そ
の

で
あ
る

瑞
と
一
族
の
動
向
に
關
し
て
は
、
當
時

の
史
料
に
ほ
と
ん
ど

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

片

に
理

解
さ
れ
て
き
た

氏
の
經

と
本
書
刊
行
の
經
緯
を
、
こ
こ
で
あ

ら
た
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

二
つ
の

版
に

さ
れ
た
序

と
識
語
は

部
で
五

あ
る
。

年
代
順
に
整
理
す
る
と
、
天

二
年
の

瑞
の
自
序
、
至
正
三
年

の
阿
思

崖
の
序

、
そ
し
て
嘉
靖
四
年
の
李

の
序

・
陳

の
後
序
・

鎭
の
識
語
と
な
る
。

瑞
の
系

を
端

に

し

て
い
る
の
が
以
下
に
示
し
た
李

の
序

で
、

氏
と
『
日
用
本

草
』
刊
行
の
經
緯
は
、
こ
の
記

で
も
っ
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。

此
元
天

中
、

寧
醫
學

君
瑞
卿

日
用
本
草
。
是
已

久
、
舊
板

缺
殆

。
其
六
世
孫
景
素
有

風
、
嘗
有
志

圖版２

『家傳日用本草』

４･１葉裏(部

分）

東京國立博物

料 藏

圖版１

『家傳日用本草』

４･１葉裏(部

分）

谷大學大宮圖

書 藏

四
八

瑞
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日
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本
草
』
に
つ
い
て



飜
刻
、
未
克
而

。
其
子
世
顯

卒
事
、
而
屬
豫
序
。

（『
日
用
本
草
』
重
刊
日
用
本
草
序
）

李

の
序

に
よ
れ
ば
、
天

中
に

寧
醫
學
の

瑞
に
よ
っ

て

纂
さ
れ
た
『
日
用
本
草
』
は
、
刊
行
か
ら
す
で
に
年
久
し
く
、

舊
板
は
損
な
わ
れ
て
ほ
ぼ

分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
六
世
孫
の

景
素
は

瑞
の
學
風
を
受
け

い
で
お
り
、
か
つ
て
『
日
用
本

草
』
の
飜
刻
を
圖
っ
た
の
だ
が
、
果
た
せ
ず
し
て

く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
景
素
の
子
で
あ
る
世
顯
（

鎭
）
は
、
父
の
あ
と
を

い
で
飜
刻
を

し

げ
、
そ
こ
で
私
（
李

）
に
序

を
依
賴
し

て
き
た
の
だ
、
と
い
う
。

瑞
と
そ
の

邊

瑞
の
經

も
ほ
と
ん
ど
記

が

っ
て
お
ら
ず
、
本
書
の

首
や
序

の
中
に
「
新
安
醫
學
」、「
新
安

寧
醫
學
」、「

寧
醫

學
」
と
あ
る
と
お
り
、
新
安
出
身
で
天

年

（
一
三
二
八

一
三

三
〇
）
に

寧
州
（
現
浙
江
省

寧
市
）
の
醫
學
に
い
た
こ
と
し

か
分
か
っ
て
い
な
い
。
元
代
で
は
、
地
方
で
も
敎
育
機
關
で
あ
る

醫
學
の
建
設
が

め
ら
れ16

）、

寧
州
で
は

祐
五
年
（
一
三
一

八
）
頃
か
ら
本
格

に
醫
學
の
整
備
が
始
ま
っ
た17

）。
當
時
は
、
醫

藥
業
を
營
む

の
就
學
や
、
學
校
の
維
持
・
經
營
へ
の
參
加
が
許

さ
れ
て
い
た
か
ら18

）、
代
々
の
醫

（
世
醫
）
で
あ
っ
た

瑞
も
醫

學
に
關
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

瑞
本
人
も
詳
し
い
經

を

し
て
い
な
い
が
、『
日
用
本
草
』
を

し
た
事

に
つ
い

て
は
、
以
下
の
よ
う
に

べ
て
い
る
。

瑞
世
家
醫
學
、
醫
之
於
人
、
僅
供
方

、
謂
之
輔

、
固
不

敢
不
審
。
爲
人
之

以
自

、
莫
切
於

。
或
不
審
焉
、

如

茶
吐

、

傷
血
、
生
啖

蝌
蚪
、

學

。

此

多
。
因

神
農
經
、

方
書
、

凡
藥
物
。

常

可
登

俎

、
水

・
禽

・
蟲
魚
・
蔬
茹
・
果

、
分
爲

六
部
。
物
之
性
、

・
良
毒
・

治
、

爲
書
、
部
各
一

。

之
梓

、
以
奉
士
大
夫
、
其

存
之
。

（『
日
用
本
草
』﹇
自
序
﹈）

19
）

瑞
は
、
人
の

生
に
と
っ
て

こ
そ
が

で
あ
り
、
症
例

四
九

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



の
多
い
病
を
例
に

げ
て
日
用
の

を

査
す
る
こ
と
の
重

性
を

く
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
本
草
や
醫
藥
書
な
ど
か
ら
藥

物
を

び
と
り
、
日
頃
の

と
す
べ
き
も
の
を
六
つ
の
項
目
に

分
け
、
そ
の
性
質
や
效
能
な
ど
を

集
し
て
一
書
と
し
、
こ
れ
を

版
刻
し
て
當
時
の
儒

た
ち
の

讀
に
供
す
、
と

べ
て
い
る
。

瑞
は
、
代
々
續
く
醫

と
し
て
の
經

や

見
か
ら
、
人
の

生
の
實
現
を
日
常
の

に
求
め
、
日
用
の

物
や
藥
物
の
效
能

を

査
し
て

生
に
つ
い
て
の
正
し
い
見
識
を

そ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

序

で
は
さ
ら
に
「
亦
た
儒

に
聞
き
て
云
く
、
宣

は

酒

を

ま
ず
、

し

敗
し
、
色

く

い

く
、

を
失
い
時

な
ら
ざ
る
は
、
皆
な

ら
わ
ず
、
と
。

の
愼
む

、
豈
に
但

だ
醫
の
云
う
の
み
な
ら
ん
や
」
と
續
け20

）、

瑞
は
、『
論
語
』

黨

の
一

を
援
用
し
て
、

有

が
も
と
よ
り
儒

の
關
心

事
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
本
書
の

容
も
儒

の

の
關
わ
り

方
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

張
し
て
い
る
。
當
時
の
儒

に
向
け
た

生
の
書
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
醫

（
自

身
）
の

作
を
公
に

し
廣
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

瑞
が
自
序
を

し
て
か
ら
十
四
年
後
、
刊
行
に
向
け
て
寄
せ

ら
れ
た
阿
思

涯
の
至
正
三
年
の
序

に
は
、

瑞
と
『
日
用

本
草
』
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

偉
哉
、

寧
瑞
卿

君

、
世
醫
名
家
、

日
用
本
草
。

其

忌
、
見
其

性
善

、
使
人
知
之
、
從
而

梓
廣

之
。
夫
豈
不
爲
良
心
也
哉
。
□
因

茗

之
、

於
臨
軒

朱
先
生
室
獲

其
書
、

餘
言
記
之
。

（『
日
用
本
草
』﹇
日
用
本
草
序
﹈）

21
）

こ
の
序

を
書
い
た
阿
思

涯
（
ア
ル
ス
ラ
ン
・
カ
ヤ
）
は
、

元
代
の
散
曲
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
貫
雲
石
（
小

貫
石

涯
╱
セ
ヴ
ィ
ン
チ
ュ
・
カ
ヤ
）
の
息
子
で
、
當
時
は
嶽
州
路

（
現
湖
南
省
嶽
陽
市
）
に
赴
任
し
て
い
た
。
そ
れ
以

に
彼
は
、

寧
に

い

州
（
現
浙
江
省

市
）
や
寧
國
路
（
現
安
徽
省
宣

市
）
で

魯

赤
や

茶
提

の
職
を

任
し
て
い
た
こ
と
か

ら22
）、

そ
の
頃
の
知
人
を
介
し
て

瑞
と
『
日
用
本
草
』
の
存
在
を

知
り
得
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

五
〇

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



先
行

究
で
は
、

瑞
の
自
序
と
阿
思

涯
の
序

の
日
附

に
基
づ
き
、『
日
用
本
草
』
は
天

二
年
に

版
が
刊
行
さ
れ
、

至
正
三
年
に

版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
從
え
ば

『
日
用
本
草
』
は
二
度
版
行
さ
れ
て
出
回
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る

が
、
藏
書
目

や
關

史
料
上
に
は
『
百
川
書
志
』

十
・
醫
家

の
條
に
書
名
が

さ
れ
る

度
で
、
元
版
の
流

や
利
用
の

況

を
把
握
す
る
こ
と
は

し
い
。

こ
の
と
き
阿
思

涯
が
知
人
の
宅
で

版
の
『
日
用
本
草
』

を
目
に
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
未
刊
の
『
日
用
本
草
』
を
知
っ
た

の
か
は
、
二
つ
の
序

だ
け
で

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

瑞

が
自
序
を

し
た
の
ち
、『
日
用
本
草
』
は
同
地
の
役
人
を

じ

て
貫
家
の
阿
思

涯
か
ら
序

を
得
る
機
會
に
惠
ま
れ
、

版

の
刊
行
に
至
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
當
時
の

記

が
乏
し
く
、
本
書
の
元
版
が
現
存
し
て
い
な
い
以
上
、
元
版

刊
行
の
時
期
に
つ
い
て
は
愼
重
に

す
る
必

が
あ
る
。

景
素
と
そ
の

邊

至
正
三
年
の
序

を

後
に
、

瑞
を
は
じ
め
一
族
の
動
向
は

史
料
上
に
確

で
き
な
く
な
る
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
二
〇
〇
年
後
、

十
六
世
紀
の

代

ば
に
な
る
と
、

瑞
か
ら
六
世
代
目
に
あ
た

る
景
素
（
宗
衞
公
）
と
い
う
人
物
が
、

如
と
し
て
家
業
で
も
っ

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

子
は
嘉
靖
四
年
の
陳

の
後

序
で
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

六
世
傳
至
宗
衞
公
、
醫

大
行
、
活
人
莫
計
、
郡

之

藥

、
接
迹
其
門
。
篁

先
生
嘗

其
藥
、
屡
疾
屡

、
乃

書
景
素
堂
三
字
以

其
軒
。
公
甚
慾
重
刊
是
書
、
未
就
而
卒
。

（『
日
用
本
草
』
書
家
傳
日
用
本
草
後
）

こ
こ
に
は
、
景
素
が
家
業
に
よ
っ
て

功
を
お
さ
め
て
い
た

子
が

さ
れ
て
お
り
、

瑞
の
『
日
用
本
草
』
を
重
刊
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
當
の
景
素
は
果
た
せ
ず
し

て

く
な
っ
て
し
ま
う
が
、

氏
が
そ
の
後
も
世
醫
と
し
て
存
續

し
、
息
子
の

鎭
の
代
で
飜
刻
を
實
現
す
る
だ
け
の
社
會

・
經

濟

な
基
盤
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に

目
さ
れ
る
の
は
、

中
の
「

先
生
」
と
の
關
係
で

五
一

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



あ
る
。
景
素
は

先
生
に
藥
を
處
方
し
た
こ
と
が

と
な
り
、

「
景
素
堂
」
三
字
を
軒
に

げ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
二
人
の
關

係
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
人
物
は
徽
州
出
身
の

政

一
四
四
四

一
四
九
九
）
で
、

二
年
（
一
四
六
六
）
に

士

第
を
果
た

し
て
か
ら
は
、
翰
林
院

修
を
皮
切
り
に

職
を

任
し
、

に
は
禮
部
侍

に
ま
で
上
っ
た
。
汚
名
を
着
せ
ら
れ
弘
治
十
二

年
（
一
四
九
九
）
に
官
界
を

き
、
ほ
ど
な
く
し
て

く
な
る
こ

と
に
な
る
が
、
當
時
の

氏
は
累
代
の
名
家
で
あ
り
徽
州
で
は
名

の
知
れ
た
一
族
で
あ
っ
た23

）。

こ
の

政
の
人
脈
が

版
の
刊
行
に
影

し
て
い
た
こ
と
は
、

序

を
寄
せ
た
山
西
澤
州
泌
水
學
敎
諭
の
陳

、
南
京
工
部

書

の
李

と
の
關
係
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
當
時
、

二
人
が
徽
州
の
儒
學
生
と
し
て

政
と
關
わ
り
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
、
彼
の

作
で
あ
る
『
篁

集
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

弘
治
戊
午
春
、
天
下
儒
學
生
以
貢
上
京
師
願
就
敎
職

七
百

人
。
吏
部
汰
其

、
以

詔
試
于
翰
林
、

汰
其

。
而
吾

郡
陳

元
與
焉
。
亦
可
謂

矣
。
吾
郡
六

之
來
貢

、

皆
願
就
敎
職
、
與

獨

元
一
人
獲
。
廷
授

昌
訓

。

（『
篁

集
』

三
五
・

昌
訓

陳

元
序
）

弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）、
地
方
儒
學
の
敎
職
を
希

す
る

儒
學
生
七
〇
〇
名
に
對
し
、

試

が
實
施
さ
れ
た
。
推
薦
を

受
け
た
徽
郡
か
ら
の
應
募

が
み
な
敎
職
を
求
め
る
中
、
陳

が

た
だ
一
人
合
格
し
、

昌
（
現
浙
江
省
麗
水
市

昌
縣
）
縣
學
の

訓

の
職
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
休
寧
の
陳
氏
は
元
・

陳
櫟
（
一
二
五
二

一
三
三
四
）
で
知
ら
れ
た
儒

の
名
家
で
あ
り
、

陳

は
休
寧
に

っ
て
い
た

政
に
從
っ
て
南
山
書
院
で
學
ん

で
い
る24

）。
ま
た
、
李

に
つ
い
て
も
同
じ
く
『
篁

集
』
の
中

に
以
下
の
よ
う
な
記

が

っ
て
い
る
。

李
源
書
院
、
在
祁
門

東
五
十
里
、
今
徽
郡
儒
學
生
李

彥

夫
之

剏
置
也
。
李
氏
世
居
李
源
、
因
姓
其
地
。
源
之
人
多

業
儒
、
至
彥
夫
尤
力
學
、
有
聲

屋
。
…
彥
夫
以
嘗
學
於
豫

也
、
來

記
其
事
。
（『
篁

集
』

十
八
・
李
源
書
院
記
）

五
二

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



李
氏
は
李
源
（
現
浙
江
省
金
華
市
浦
江
あ
た
り
）
に
由
來
す
る
儒

の
家
系
で
、
當
時
は
祁
門
（
現
安
徽
省

山
市
祁
門
縣
）
に
移

し
て
い
た
。
徽
郡
の
儒
學
生
で
あ
っ
た
李

も
ま
た

政
の

敎
え
子
で
、
弘
治
十
八
年
（
一
五
〇
五
）
に
は

士

第
を
果
た

し
て
い
る25

）。

こ
う
し
た
徽
州
の
地
域
社
會
で
の
關
係
が
あ
っ
た
中
で
、
同

の
醫

で
あ
る

氏
が
『
日
用
本
草
』
を
版
行
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
景
素
は

中
で

く
な
り
、
息
子
の

鎭
が
そ
れ

を
引
き

ぐ
こ
と
に
な
る
。
そ
の

第
を
彼
は
以
下
の
よ
う
に

し
て
い
る
。

右
家
傳
日
用

本

草
六
部
凡
八

、
乃
七
世

瑞
卿
公

輯
。

梓
行
于
世
、

二
百
餘
年
、
版

、
字
多
亥

。
先
君
景
素

公
、
嘗
慾
校
正
重
刊
、
未
果
而
卒
。
鎭
不

、
恐
先
善
弗
傳
、

無

罪
、
因
正
訛
補

、
命
工

梓
。

（『
日
用
本
草
』﹇

鎭
題
識
﹈）

26
）

鎭
は
「
先
善
の
傳
わ
ら
ざ
れ
ば
、
罪
を

る
る

な
き
を
恐

れ
、
因
り
て
訛
を
正
し

を
補
い
、
工
に
命
じ
て
梓
に

ら
し

む
」
と

し
、

と
父
の
善
行
を
世
に
傳
え
ん
が
た
め
に
飜
刻
に

ん
だ
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
さ
ら
に
タ
イ
ト
ル
に
は
新
た
に

「
家
傳
」
の
二
字
を
附
け
加
え
て
お
り
、

父
の

志
を
果
た
し
、

版
を
改
め
て
刊
行
す
る
旨
を

す
る
。

刊
行
に
先
立
っ
て
、

鎭
は
徽
州
を
離
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
職
に
就

い
て
い
た
陳

と
李

に

を
依
賴
し
た
。
二
人
が
依
賴
を
引

き
受
け
た
背
景
に
、

政
と
景
素
の
關
係
が
影

し
て
い
た
こ

と
は
、

の
陳

の
後
序
に

ら
か
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
李

は
『
日
用
本
草
』
の
趣
旨
を

め
て

瑞
を
「
善
學
」
と

し
、

の

を

び
世
に
廣
め
よ
う
と
す
る

鎭
を
「
善
紹
」
と

し
た27

）。
陳

も
ま
た

瑞
の
『
日
用
本
草
』
と

鎭
の
行
爲
を
そ

れ
ぞ
れ

價
し
て
い
る28

）。

本
書
の
重
刊
に
際
し
、

鎭
は

父
の

志
を
果
た
す
こ
と
に

眼
を
置
き
、

瑞
を

點
と
す
る

氏
家
傳
の
書
と
し
て
あ
ら

た
め
て
『
日
用
本
草
』
を
公
刊
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、

以
來
、
新
安
醫
學
の
中
心
で
も
あ
っ
た
徽
州
で
の
、
嘉
靖
期

に
お
け
る
『
日
用
本
草
』
の
重
刊
が
、
同
地
域
の
出
版
業
の
隆

五
三

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



に
從
う
も
の
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
經
濟

・
社
會

位
置
を
あ

る

度
高
め
て
い
た

氏
父
子
が
、
一
族
の
社
會

地
位
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
に
、

政
ら
名
士
の
名
を
借
り
て
出
版
し
た
も

の
、
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
出
版
は
、

み
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
た
「

物
本
草
」
の
一
種
と
し
て
の
位
置
か
ら
、
結

果

に
萬

年

の
『
本
草
綱
目
』
に

さ
れ
て
、
江

時
代

の
醫
藥
學
に
ま
で
影

を
與
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
點
で
は
、

重

な

味
を
持
つ
事

で
も
あ
っ
た
。

三

印
記
か
ら
み
る
『
日
用
本
草
』
の
來

に
、
二
つ
の
傳
本
に

さ
れ
た
印
記
を
手
が
か
り
と
し
て
、

本
書
の
來

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
先
に

れ
た
と
お
り
、

『
日
用
本
草
』
の
日
本
へ
の
傳
來
は
、
史
料
上
で
は
十
七
世
紀
・

江

時
代
に
ま
で
遡
る
。
當
時
の
中
國
醫
藥
書
に
つ
い
て
序
跋

や
考
證
等
を
記
し
、
現
存
・
散
佚
の

況
を
示
し
た
『
醫

考
』

十
五
・

治
の
條
に
は
、「

氏
瑞
の
日
用
本
草
、
醫
藏
目

八

、
存
」
と
あ
り
、『
日
用
本
草
』
が

・
殷
仲
春
の
『
醫
藏

目

』・

醍
函
目
の
條
に

さ
れ
る
こ
と
を

げ
た
あ
と
、

現
存
の
事
實
が
示
さ
れ
る
。

『
醫

考
』
に
は
書
誌

報
が
少
な
く
、『
日
用
本
草
』
の
存
在

況
し
か
う
か
が
え
な
い
が
、
江

幕
末
の

考
證
の

華
で

あ
る
『
經

訪
古
志
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
。

家
傳
日
用
本
草
八

嘉
靖
四
年
刊
本

聿
修
堂
藏

元
新
安
醫
學

瑞

輯
、
七
世
孫
鎭
校
補
重
刊
、
首
有
嘉
靖

四
年
李

序
、
有
吉
氏
家
藏

藏
書
記
印
。

（『
經

訪
古
志
』

七
・
醫
家

）

こ
の
記

か
ら
、
多
紀
家
聿
修
堂
に

藏
さ
れ
る
『
日
用
本

草
』
が
、

・
嘉
靖
四
年
の

鎭
に
よ
る
校
補
重
刊
本
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
多
紀
家
と
は
、
平
安
時
代
の
名
醫
・
丹
波
康
賴

の
後
裔
で
、
江

醫
學
界
の
權
威
と
し
て
、
ま
た
醫
學
敎
育
の

幹
と
し
て

名
な
醫
家
の
家
系
で
あ
る
。
そ
の
多
紀
家
の

版
に

は
、
は
じ
め
に
嘉
靖
四
年
の
李

の
序

が
あ
り
、
吉
氏
と

の
印
が
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
る
。

で
は
、
あ
ら
た
め
て

谷
本
と
東
博
本
を
確

し
て
み
よ
う
。

五
四

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



兩
本
は
と
も
に
李

の
序

で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
東
博
本
の
序

一
葉
表
に
「
吉
氏
家
藏
」、「

藏
書
記
」
の
印
記
が
あ
っ

て
『
經

訪
古
志
』
の
記

と
一
致
し
て
い
る
（【
圖
版
３
】【
圖

版
４
】）。『
經

訪
古
志
』
が
他
四

の
序

に
言

し
て
い
な

い
の
は
、
當
本
に
李

の
序

し
か

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
先
に

べ
た

り
、
東
博
本
の
李

の
序

圖版３ 『家傳日用本草』序 ・１葉表 谷大學大宮圖書 藏

圖版４ 『家傳日用本草』序 ・１葉表 東京國立博物 料 藏

五
五

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



に
缺
落
は
な
く
、『
醫

考
』
に
移

さ
れ
た
同
序

の

と

も
完

に
一
致
し
て
い
る
。
眞
柳
氏
が
言

し
た

り
、
こ
の
東

博
本
が
『
醫

考
』
や
『
經

訪
古
志
』
に

さ
れ
た
多
紀
家

の
『
日
用
本
草
』
で
あ
る
こ
と
は

い
な
い29

）。

そ
し
て
、
こ
の
「
吉
氏
」
と
は
京

角
倉
の
吉
田
家
の
こ
と
で
、

こ
の
印
は
吉
田
宗
恂
（
一
五
五
八

一
六
一
〇
）
以
降
、
同
家
累
代

に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る30

）。
ま
た
吉
田
家
の
私
塾
で
別

で
も

あ
っ
た
「

」
の
印
も

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
博

本
は
も
と
も
と
吉
田
家
の
藏
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

角
倉
吉
田
家
は
、
十
六
世
紀
以
降
、
山

國
角
倉
（
現
在
の
京

市
右
京
區
）
を
據
點
に
酒

、
金
融
、
土
木
、
醫
業
を
展
開
し

て
豪
商
へ
と
發
展
し
た
一
族
で
、
吉
田
德
春
（
一
三
四
八

一
四
六

八
）
の
頃
か
ら
醫
業
に
從
事
し
た
と
い
う
。
中
で
も
吉
田
宗
桂

（
一
五
一
二

一
五
七
二
）
は
二
度
の

で
知
ら
れ
、
天

寺
妙

智
院
の

持
・
策
彥
良

に
隨
行
し
て
天

八
年
（
嘉
靖
十
八
╱

一
五
三
九
）、
同
十
八
年
（
嘉
靖
二
八
╱
一
五
四
九
）
に
北
京
を
訪

れ
て
い
る
。
幕
府

纂
の
家

集
で
あ
る
『

政
重
修

家

』

（

九
╱
一
八
一
二
年

書
）
に
、「﹇
天

﹈
十
九
年

の
と

き
多
く
醫
書
を
携
え
來
る
」
と

さ
れ
る
よ
う
に
、
宗
桂
の
入

を
機
に
、
吉
田
家
に
は
大
量
の
醫
藥
古
典

が
も
た
ら
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る31

）。

現
時
點
で
は
、
關

上
に
『
日
用
本
草
』
と
吉
田
家
と
を

直
接
結
び
つ
け
る
記

は
見
い
だ
せ
な
い
。
た
だ
、
先
行

究
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
吉
田
家
は
天

寺
を
は
じ
め
五
山
派
寺
院
と

の
關
係
が
深
く
、
一
族
で
安
南
と
の
朱
印
船
交
易
に
携
わ
る
な
ど
、

版
の
典

を
入
手
し
え
る
環
境
に
あ
っ
た
。
東
博
本
は
、
宗
桂

の
入

以
降
に
舶
來
し
、
息
子
の
宗
恂
の
代
に
は

に
收
藏

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、「
吉
氏
家
藏
」
印
の
下
に
は
「
多
紀
氏
藏
書
印
」
が

あ
り
、
序

一
葉
表
の
中
央
上
部
に
は
、
上
か
ら
順
に
「
醫
學
圖

書
」、「

壽
殿
書

記
」
の
印
が
押
さ
れ
、
東
博
本
が
吉
田
家

（
京

）
か
ら
多
紀
家
（
江

）
へ
移
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ

る
。

壽

（

壽
殿
）
は
、

和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
創
設

さ
れ
た
多
紀
氏
の
私
塾
で
、

政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
幕
府
直

の
醫
學
校
と
し
て
醫
學

に
改

さ
れ
て
い
る32

）。

「
多
紀
氏
藏
書
印
」、「
醫
學
圖
書
」、「

壽
殿
書

記
」
こ
れ

五
六

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



ら
多
紀
家
の
三
種
の
藏
書
印
の
使
用
年
代
は

確
に
さ
れ
て
い
な

い
が
、

閣

庫
の
實
査
で
は
、「
多
紀
氏
藏
書
印
」
は
、

用

印
や
書
寫
の
年
代
か
ら
勘
案
し
て
七
代
目
の
元

（
一
七
五
五

一

八
一
〇
）
以
後
に
、「
醫
學
圖
書
」
と
「

壽
殿
書

記
」
の
兩

印
は
、
江

・
天

か
ら

政
期
（
一
七
九
一

一
八
三
一
）
の
元

、
八
代
目
の
元
胤
（
一
七
八
九

一
八
二
七
）
の
時
代
に

用
さ

れ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る33

）。

こ
の
他
に
も
多
紀

の
藏
書
目

か
ら
は
、
東
博
本
が
少
な

く
と
も
江

・

政
期
（
一
八
一
八

一
八
三
一
）
の
は
じ
め
頃
に

は
同
家
の

藏
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が34

）、
移
管
の

事

ま
で
は
定
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
博
本
は

政
期

頭
に
吉
田
家
か
ら
多
紀
家
の
聿
修
堂
に
渡
り
、
元

か
ら

元
胤
の
時
代
に

壽

・
醫
學

の
藏
書
と
し
て
整
理
・
捺
印
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て

後
に
、「

國
博
物

圖
書
」
の
印
が
あ
り
、

治

維
新
後
は

に

國
博
物

（
現
東
京
國
立
博
物

）
へ
移

管
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
醫
學

の
解
體
後
、
そ
の
藏
書
は
ひ

と
ま
ず
大
學
東
校
（
現
東
京
大
學
）
に
引
き

が
れ
、
度
重
な
る

管
換
え
を
經
て
、
現
在
の
國
立
公

書

（

閣

庫
）、
宮

廳
書
陵
部
、
東
京
國
立
博
物

に
移
管
さ
れ
た35

）。
醫
學

時
の
藏
書
が
知
れ
る
高
島
祐

・
岡
田
昌
春
の
『

壽

醫

備

考
』（

治
十
╱
一
八
七
七
年
刊
）
に
『
日
用
本
草
』
は

記
さ
れ

て
お
り
、
醫
學

舊
藏
の
醫
藥
古
典

の
一
つ
と
し
て
、
こ
の

國
博
物

時
代
（
一
八
八
九

一
九
〇
〇
）
に
移
管
・
整
理
さ
れ
た
。

博
物

草
創
期
の
目

か
ら
は
『
日
用
本
草
』
に
關
す
る
記

は
確

で
き
な
い
の
だ
が36

）、
こ
の

國
博
物

の
藏
書
印
の

出

が

治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
五

頃
で
あ
る
こ
と
、
表
紙
に
茶

色

書
き
の

國
博
物

藏
書
票
が
貼
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と37

）、

治
二
二
年

後
が
收
書
時
期
の
一
應
の
目
安
と
い

え
る
。

そ
の
後
は
、
ラ
ベ
ル
が
示
す
と
お
り
、
東
京

室
博
物

、
東

京
國
立
博
物

の
圖
書
と
し
て
引
き

が
れ
、
現
在
で
は
東
京
國

立
博
物

料

に
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
の
公
開
は
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
行
わ
れ
た
東
京
國
立
博
物

が

藏
す
る
線

本

の
遡

作
業
に

因
す
る
も
の
で
、
こ
の
と
きN

A
C
S
IS
-

C
A
T

お
よ
び
同

の
圖
書
シ
ス
テ
ム
に
書
誌
が
登

さ
れ
、
ウ

五
七

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



ェ
ブ
上
に
畫
像
が
公
開
さ
れ
た
。

一
方
の

谷
本
に
は
、
本
願
寺

代
宗

の
藏
書
を
示
す
「
寫

字
臺
之
藏
書
」
印
が
捺
印
さ
れ
る
。
寫
字
臺
印
に
は
三
種

あ
り
、

こ
の
う
ち
二
つ
が
現
存
・
公
開
さ
れ
て
い
る38

）。
一
つ
は
矩
形
石
印

で
、
本
願
寺
第
十
七
世
宗

・
法
如
上
人
（
一
七
〇
七

一
七
八

九
）
か
ら
第
十
九
世
宗

・
本
如
上
人
（
一
七
七
八

一
八
二
六
）

の
頃
に
蒐
集
さ
れ
た
書

に
對
し
て
用
い
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は

楕
圓
形
石
印
で
、
こ
れ
は
第
二
〇
世
宗

・
廣
如
上
人

一
七
九

八

一
八
七
一
）
に
よ
る
寫
字
臺
の
整
理
時
に
使
用
さ
れ
、
以
後
の

藏
書
に
對
し
て
用
い
ら
れ
た
。

谷
本
に
は
楕
圓
形
の
印
が
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
廣
如
上
人
の
發
案
で
本
格

に
整
理
が

始
め
ら
れ
た
弘

三
年
（
一
八
四
六
）
以
降
に
收
め
ら
れ
た
寫
字

臺
の
藏
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
印
記
は
こ
の
一
箇

に
と
ど
ま
る
が
、

谷
本
に
は
刊

記
が

さ
れ
て
い
る
。「

西
仇
川

錠

銑
刊
」
と
あ
り
、
同

本
は
現
安
徽
省

縣

村
の

錠
（
一
四
九
五

一
五
六
七
）
と

銑
（
一
五
〇
四

）
の
二
人
に
よ
っ
て
版
刻
さ
れ
た
。
彼
ら
は
徽

州

氏
の
二
五
代
目
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
て
が
け
た
嘉
靖
期

の

本
が
現
在
も
傳
わ
っ
て
い
る39

）。

寫
字
臺

庫
に
は
、『
日
用
本
草
』
の
他
に
も
、
同
時
代
の

氏
に
よ
る
版
と
し
て
、

鍍
（
一
五
二
二

）
が
版
刻
し
た
『
仁

齋
直
指
附

方
論
』（
嘉
靖
二
九
╱
一
五
五
〇
年
刊
）
が

藏
さ
れ

て
い
る
。

鍍
は
、

錠
・

銑
と
は
從
兄
弟
の

で40
）、

同
世

代
の
版
刻
と
し
て
版
式
や
字
體
が

似
し
て
い
る
こ
と
で
、『
仁

齋
直
指
附

方
論
』
は

谷
本
の
刊
行
時
期
（
嘉
靖
四
年
重
刊
）

を
特
定
す
る
證
左
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
印
記
に
は

い
が
見
ら
れ
、
矩
形
石
印
の
藏
書
印
が
押
さ
れ
た
『
仁
齋
直
指

附

方
論
』
は
、
先
に
版
行
さ
れ
た
『
日
用
本
草
』（

谷
本
）

よ
り
も
早
く
に
寫
字
臺
に
收
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

『
仁
齋
直
指
附

方
論
』
を
含
め
、
寫
字
臺
の
藏
書
で
矩
形
石

印
が
用
い
ら
れ
た
醫
藥
本
草
書
は

部
で
八
五
點
、
そ
の
う
ち
元

末
か
ら

代
に
か
け
て
の
も
の
は
三
八
點
に
お
よ
び
、

谷
大
學

大
宮
圖
書

の

査
で
は
、
こ
れ
ら
が
第
十
八
世

如
上
人
（
一

七
四
四

一
七
九
九
）
の
時
期
に
蒐
集
さ
れ
た
と
の
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る41

）。
こ
れ
は
、『
日
用
本
草
』
の
受
け
入
れ
が
寫
字
臺
の
整

備
よ
り
も
以

に
遡
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書

五
八

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



の
入
手
時
期
や
ル
ー
ト
、
こ
れ
ら
醫
藥
書
と
の
關
係
等
に
つ
い
て

は

査
段
階
に
あ
り
、
現
時
點
で
は

然
と
し
な
い
。
し
か
し
、

如
上
人
の
時
期
に
『
日
用
本
草
』
も
蒐
集
さ
れ
、
の
ち
に
な
っ

て
寫
字
臺
に
收
藏
さ
れ
た
可
能
性
が

る
點
は
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

む
す
び
に
か
え
て

現
在
、

瑞
の
『
日
用
本
草
』
は
日
本
國

で
二
件
の

藏
が

確

さ
れ
て
い
る
。
東
博
本
は
、

年
ま
で
行
方
不

と
さ
れ
て

い
た
多
紀
家
の
舊
藏
書
で
あ
る
。
角
倉
吉
田
家
に
由
來
し
、
多
紀

家
の

壽

、
醫
學

を
經
て
現
東
京
國
立
博
物

に
移
管
さ
れ

た
。
傳
來
の
時
期
は
吉
田
家
と
の
關

か
ら
十
六
世
紀
後

か
ら

十
七
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
、
本
版
は
嘉
靖
版
で
あ
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
ほ
ぼ
刊
行
と
同
時
代
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が

ら
か
に
な
っ
た
。

一
方
の

谷
本
は
、
寫
字
臺
の

庫
整
備
が
始
ま
る
十
九
世
紀

以
降
に
本
願
寺
に
收
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
醫

考
』
や

『
經

訪
古
志
』
に
言

は
な
く
、
從
來
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
多

紀
家
舊
藏
書
（
東
博
本
）
と
も
異
な
る
。
寫
字
臺
印
の

査
結
果

か
ら
、
收
書
の
時
期
は
十
八
世
紀
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

現
時
點
で
は

然
と
し
な
い
。

現
存
す
る

鎭
に
よ
る
『
日
用
本
草
』（『
家
傳
日
用
本
草
』）
は
、

の

瑞
の
『
日
用
本
草
』
の
元
版
を
校
補
し
、
新
た
に
版
を

こ
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
嘉
靖
四
年
頃
に
徽
州
の

錠
・

銑
に
よ
っ
て
刻
版
さ
れ
、

谷
本
は
こ
の
版
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
東
博
本
は
、
こ
の
版
本
を
も
と
に
嘉

靖
四
年
以
降
に

刻
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、

谷
本
と
同
じ

く

氏
に
よ
っ
て
版
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で

谷
本
は

鎭
重
刊

の
嘉
靖
版
で
、
東
博
本
も
こ
れ
と
同
版
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

兩
本
は

鎭
重
刊
の

版
の
系
統
に
屬
す
る
も
の
の
、
同
一
の
版

で
は
な
い
こ
と
が

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
へ
の
傳
來
が

確

で
き
る
時
期
は
東
博
本
の
方
が
先
で
あ
る
こ
と
も

ら
か
に

な
っ
た
。

『
日
用
本
草
』
の

容
は
、
當
時
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
い
た
『
證

本
草
』
を
ベ
ー
ス
に
ま
と
め
ら
れ
、
地
元
江
浙
一
帶
の
產
物
に

つ
い
て

瑞
の
知
見
が
加
わ
っ
た
と
こ
ろ
に
特

が
あ
る42

）。『
日

五
九

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



用
本
草
』
の

容
は
の
ち
に
『
本
草
綱
目
』
に
反
映
さ
れ
、
十
六

世
紀
以
降
、
同
書
は
基
礎

か
つ

括

な
本
草
書
と
し
て
國

外
で

用
し
た
。

な
お

後
に
、
日
本
で
『
日
用
本
草
』
が
『
本
草
綱
目
』
の

容
を
理
解
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
讀
ま
れ
た
例
を

げ
て
お
こ

う
。

瑞
曰
解

物
の
ど
く
を
解
す
る
な
り
。
魚

の
料
理

に
生
薑
を
入
る
も
毒
を
解
す
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
さ
て
ゑ

ぐ
い
味
を
生
薑
が
解
す
る
ぞ
。

夏
を
生
薑
で
製
す
る
が
こ

れ
な
り
。
い
ま
土
地
か
わ
り
し
て
水
の
か
わ
り
め
に
あ
ふ
も

の
生
薑
を

ひ
、
あ
る
い
は
水
の
わ
る
い
に
は
そ
の
水
の
中

へ
一
片
生
薑
を
入
れ
て

て
つ
か
ふ
た
り
、
湯
に
し
て
た
だ

つ
か
ふ
た
り
し
て
、
土
地

毒
に
あ
た
ら
ぬ
と
な
り
。

物

の
毒
を
せ
い
す
る
ゆ
へ
な
り
。

（『
本
艸
摘

義
』・
生
薑
）

『
本
艸
摘

義
』（
貞
享
三
╱
一
六
八
六
年
筆
）
は
、
淺
井

（
一
六
四
三

一
七
〇
五
）
が
『
本
草
綱
目
』
の

點
を

粹
し

て
ま
と
め
た
『
本
草

書
』（『
本
草
摘

』）
に
基
づ
く

義
の

容
を
、
當
時
の
受

生
で
あ
っ
た
松
岡
玄

（
一
六
六
八

一
七
四

六
）
が
書
き
留
め
た

義
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
薑
（
生

姜
）
の
效
能
を

し
た
箇

で
、
も
と
に
な
っ
た
『
本
草
綱

目
』・
生
薑
の
條
に
は
、『
日
用
本
草
』・
生
姜
の
條
の
「
解
菌
蕈

物
毒
」
と
い
う
記

が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る43

）。

こ
こ
で
は
、
解
毒
の
例
を
複
數

げ
て
、
端

に
ま
と
め
ら
れ
た

瑞
の
見
解
（「
解
菌
蕈

物
毒
」）
を

し
て
お
り
、
生
姜

の
效
能
を
生
徒
に
分
か
り
や
す
く

義
し
て
い
た

子
が
う
か
が

え
る
。

『
日
用
本
草
』
の
傳
存

況
を
考
慮
す
る
と
、
本
書
は
こ
の
例

の
よ
う
に
『
本
草
綱
目
』
を

し
て
部
分

に
知
ら
れ
る
こ
と
の

ほ
う
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
當
時
は
錢
允
治
の

『

物
本
草
』
の
ほ
う
が
優
勢
で
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
の

和
刻
以
後
、
同
書
は
こ
の
時
代
の

療
書
の
參
考
書
と
な
る
ほ
ど

の
影

力
を
持
っ
て
い
た44

）。
傳
來
當

、『
日
用
本
草
』
は
一
部

の
識

の

で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
江

時
代
に
な
る
と
『
本
草

綱
目
』
の
受
容
を

し
て
そ
の

容
が

療
の
理
解
に
活
用
さ
れ

六
〇

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



た
。
ま
た
、
錢
允
治
の
『

物
本
草
』
に
も
『
日
用
本
草
』
が
收

さ
れ
て
い
た
か
ら
、『

物
本
草
』
の
流

も
『
日
用
本
草
』

の

容
が
當
時
の

療
書
に
活
か
さ
れ
る

因
に
な
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
基
礎

作
業
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
こ
う
し
た
側
面
を

持
つ
『
日
用
本
草
』
と
同
時
代
の
本
草
と
の
比
較
、
醫
藥
書
を
め

ぐ
る
徽
州
の
出
版
事

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

１
）

眞
柳

氏
は
、

瑞
の
序

を
刊
行
自
序
、
阿
思

崖
の
序

を

印
序
と

し
、
本
書
は
天

二
年
の
刊
行
後
、
至
正
三

年
に

印
さ
れ
、

代
で
重
刊
さ
れ
た
と
す
る
。

谷
大
學
大
宮

圖
書

『

谷
大
學
大
宮
圖
書

和

古
典

貴
重
書
解
題

（
自
然
科
學
之
部
）』（

谷
大
學
、
一
九
九
七
）
四
三
頁
を
參
照
。

2
）

谷
大
學
藏
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て
は
、

谷
大
學
大
宮
圖

書

『

谷
大
學
大
宮
圖
書

和

古
典

分

目

自
然

科
學
之
部
』（

谷
大
學
、
一
九
九
七
ａ
）、
同
『

谷
大
學
大
宮

圖
書

和

古
典

貴
重
書
解
題
（
自
然
科
學
之
部
）』（

谷
大

學
、
一
九
九
七
ｂ
）
で
解
題
が
附
さ
れ
た
後
、
二
〇
〇
〇
年
に
中

國

究
會

集
整
理
『
中
國
本
草

書
』（
華
夏
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
）
に
影
印
が
收

さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
に
鄭
金
生
氏
に

よ
る
校
點
本
が
出
版
さ
れ
た
（
鄭
金
生
「
日
用
本
草
」
鄭
金
生

『

外
回

中
醫
善
本
古

叢
書
』
第
九

（
人
民
衞
生
出
版

社
、
二
〇
〇
三
）。
二
〇
〇
七
年
に
は
嚴
紹
湯
玉

『
日
藏

善
本
書

』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
）
に
收

さ
れ
て
解
題
も

附
さ
れ
て
い
る
。

3
）

世
日
本
の
醫
學
・
本
草
に
關
す
る
先
行

究
の
う
ち
、
日
中

の
醫
學
交
流
の

點
か
ら
中
國
傳
統
醫
學
の
傳
來
か
ら
受
容
ま
で

の
沿
革
を
總
括
し
た

究
と
し
て
、
岡
西
爲
人
『
本
草

』

（
創
元
社
、
一
九
七
七
）、
小
曾

洋
『
中
國
醫
學
古
典
と
日
本
｜

書
誌
と
傳
承
｜
』（
塙
書

、
一
九
九
六
）
を
參
照
。

4
）

・
萬

四
八
年
（
一
六
二
〇
）
頃
、
藏
書
家
と
し
て
知
ら
れ

る
錢
允
治
（
一
五
四
一

一
六
二
四
）
が
、
汪
穎
の
『

物
本
草
』

七

と
合
刻
し
て
『

物
本
草
』
十

に
仕
立
て
た
も
の
で
、

『
日
用
本
草
』
は
第
八

か
ら
第
十

に
收

さ
れ
る
。『

物
本

草
』
は
そ
の

と

書

が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、『
日

用
本
草
』
に
關
し
て
は

瑞
の

作
で
あ
る
と
の
見
解
で
一
致
し

て
い
た
。
し
か
し
、
鄭
金
生
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
『
日
用
本
草
』

の
部
分
は

・
寧
源
『

鑑
本
草
』
を
改

し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（

鄭
二
〇
〇
三
、
四
六
〇

四

六
三
頁
）。
た
だ
當
時
と
し
て
は
、
中
日
雙
方
で

瑞
の
『
日
用

本
草
』
と
し
て

用
し
て
い
た
こ
と
に
は

い
は
な
い
。『

物

本
草
』
の

立
と
日
本
へ
の
傳
播
に
つ
い
て
は
、
岩
井
大

「

物
本
草
に
就
い
て
」（『
東
洋
學
報
』
二
九

三
・
四
號
、
一
九
四

六
一

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



四
）
六
五
五

六
八
一
頁
、
中
村
璋
八
・
佐

『

經
』（

德
出
版
社
、
一
九
七
八
）
七

二
一
頁
、
上
野

三
「
解
題

物

本
草
」
吉
井
始
子

『

物
本
草
本
大

』
第
四

、（
臨
川
書

店
、
二
〇
〇
七
）
一

三
頁
を
參
照
。

5
）

・
高
儒
『
百
川
書
志
』、

・
朱
睦
楔
『
萬

堂
書
目
』、

・
趙

美
『
脈

書
目
』、
淸
・
陸

『
佳
趣
堂
書
目
』
な

ど
に
記

が

る
（

鄭
金
生
二
〇
〇
三
、
四
五
六
頁
）。

6
）

江

時
代
中
期
の
稻
生
若
水
（
一
六
五
五

一
七
一
五
）
は
、

『
炮
炙

書
』
の
參
考
書
目
と
し
て
『
日
用
本
草
』
を

げ
、
多

紀
元
胤
『
醫

考
』

十
五
・

治
の
條
や
、
澁
江
抽
齋
等
『
經

訪
古
志
』

七
・
醫
部
の
條
に
は
、
そ
の

在
が

記
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
眞
柳
氏
ら
は
本
書
の
渡
來
時
期
を
、『
炮
炙

書
』

參
考
書
目
の
條
を
も
と
に
、
元
祿
二
年
（
一
六
八
九
）
に
比
定
し

て
い
る
（
眞
柳

・
友
部
和
弘
「
中
國
醫

渡
來
年
代
總
目

江

期
）」『
日
本

究
』
第
七
集
、
一
九
九
二
、
一
五
一

一
八

三
頁
）。

7
）

こ
の
時
の

査
に
つ
い
て
は
、

谷
大
學
大
宮
圖
書

一

九
九
七
ａ
ｂ
を
參
照
。

8
）

當
時
の

査
結
果
は
、『
江

幕
府
舊
藏

料
の
總
合

究
』

（

究
代
表

：

高
橋
裕
二
、
平

十
七
年
度

平

十
九
年
度
科

學

究
費
補
助
金

基
盤

究

Ｂ
））

究

果
報

書
）（
東
京

國
立
博
物

、
二
〇
〇
八
）
で
報

さ
れ
て
い
る
。『
日
用
本
草
』

の
デ
ジ
タ
ル
畫
像
は
、
以
下
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。h
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9
）

谷
大
學
大
宮
圖
書

一
九
九
七
ｂ
、
四
三

四
四
頁
、

鄭
金
生
二
〇
〇
三
、
四
五
三

四
六
三
頁
。

10
）

眞
柳

「
目
で
見
る

方
史
料

一
一
二
）

現
存
唯
一
の
元

『﹇
家
傳
﹈
日
用
本
草
』
八

本
｜

谷
大
學

藏
の
貴
重
本
よ

り
」（『

方
の
臨
床
』
四
四

九
號
、
一
九
九
七
）
一
〇
五
八

一
〇
六
〇
頁
。

11
）

東
京
國
立
博
物

二
〇
〇
八
、
四
二
頁
。
東
博
本
に
は
版

元
の

報
が
な
い
た
め
、

丁
の

態
（
五
穴
、
外
題

字
ベ
タ

書
き
な
ど
）
を
て
が
か
り
に

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同

本
が

鮮
活
版
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

12
）

谷
本
に
は
、

一
の
一
葉
（
以
下
、
一

一
と
記

）、

二

二
・
三
、

三

一
・
三
、

七

五
・
六
、
陳

序

の
一
・

二
に
「
定
」、

五

一
・
三
、

六

六
・
七
に
「
先
」、

五

二
に
「
日
」、

七

八
に
「
此
」。
東
博
本
に
は
、

二

二
・
三
、

三

三
、

四

三
、

五

一
、

七

一
・
十
一
・
十
二
に

「
先
」、

七

二
に
「
白
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、

谷
本
に
「

錠

銑
刊
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
定
」
は

錠
、「
先
」
は

銑
と
考
え
ら
れ
る
。
東
博
本
に
刊
記

は
な
い
が
、
東
博
本
の
「
定
」
と
「
先
」
も

錠
と

銑
と
み
て

い
な
い
。
こ
の
二
人
に
つ
い
て
、
瞿

良

『
中
國
古

版
刻
辭
典
』（
蘇
州
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）
に
は
、

銑
は

縣
の
人
、

錠
は

時
錠
、

縣

田
の
人
と
あ
る
。
李
國
慶

六
二

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



『

代
刊
工
姓
名

』（
上

古

出
版
社
、
二
〇
一
四
）

に
は
、
二
人
は

仕
珍
（
一
四
六
八

一
五
二
六
）
の
子
で
、

氏
二
五
世
と
す
る
。
な
お

氏
の
系

上
に
「
此
」
や
「
日
」、

「
白
」
に
該
當
す
る
人
物
は
確

で
き
な
か
っ
た
が
、

氏
二
四

世
代
に
「
玉
」
を

に
持
つ
人
物
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「

」、「
珀
」
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

13
）

刊
記
の
□
字
箇

に
つ
い
て
、

谷
大
學
大
宮
圖
書

一
九
九

七
ｂ
は
「
□
」、
鄭
金
生
二
〇
〇
三
は
「
瓦
」
と
す
る
。

瞿

良
二
〇
〇
九
に
よ
れ
ば
、

銑
や

錠
な
ど
、

縣
の

姓
で

金

の
刻
工
は
、

村
か

田
の
出
身
で
あ
る
。

村
は

縣
の

西
に
位
置
し
、
別
名
「
仇
村
」
ま
た
は
「
仇
川
」
と
も
呼
ば
れ
、

も
と
は
仇
姓
の
刻
工
が

ま
う
村
落
で
あ
っ
た
。
仇
姓
の
凋
落
後

は
、

末
に

氏
の

が
こ
の
地
に
移
っ
て
一
族
を
形

し
、

代
で
は
多
く
の
刻
工
を
輩
出
す
る
村
と
し
て
繁
榮
し
た
。
よ
っ
て
、

本
稿
で
は
□
字
を
「
仇
」
と

し
た
。

村
の
由
來
に
つ
い
て

は
、
張
秀
民
『
中
國
印
刷
史
』（
上

人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
）

七
四
七

七
四
八
頁
、

禾
『

代
出
版
史
稿
』（
江
蘇
人
民
出

版
社
、
二
〇
〇
〇
）
一
〇
〇

一
〇
一
頁
を
參
照
。

14
）

一
の
二
葉
表
（
以
下
、
一

二
ａ
と
記

）、

二

三
ａ
・

四
ａ
、

三

二
ｂ
、

四

二
ａ
ｂ
・
五
ｂ
、

五

五
ｂ
・
九

ａ
、

六

六
ｂ
、

七

二
ｂ
、

八

六
ａ
に

が

る
。

こ
れ
に
對
し
、
東
博
本
に
は

七

二
ａ
ｂ
・
十
二
ａ
に

が

あ
る
。

15
）

東
博
本
は
、
す
で
に

が
補
わ
れ
た

谷
本
の
版
に
よ
る
刷

本
を
も
と
に

刻
し
た
、
あ
る
い
は

の

る

谷
本
の
刷
本

を
も
と
に
新
た
に

字
を
入
れ
て

刻
し
た
、
の
い
ず
れ
か
が
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
東
博
本
に
新
た
な

が
見
ら
れ
る
の
は
、

刻
の
際
に
使
わ
れ
た
刷
本
の

態
が
よ
く
な
か
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
本

中
に
記
し
た
「
米
」「
葱
」
が

字
を
な
さ
な
い

こ
と
も
、
そ
れ
を
物
語
る
か
も
し
れ
な
い
。

16
）

元
で
は
、
中
統
三
年
（
一
二
六
二
）
に
各
路
に

め
て
醫
學
が

置
か
れ
、
そ
の
後
は
州
縣

位
に
も
整
備
さ
れ
て
醫
の

人
を
祀

る
三
皇
祭
祀
（
三
皇
廟
）
が
義
務
附
け
ら
れ
た
（『
元
典

』
禮

部

五
・
典

三
二
・
學
校
二
・
醫
學
・
設
立
醫
學
）。
學
校
の

式
や
醫
學
職
の
登
用
な
ど
、
學
校
經
營
に
關
す
る
規
定
は
儒
學

に
依
據
し
て
整
備
さ
れ
た
が
、
敎
育
お
よ
び
祭
祀
の
面
で
は
儒
學

か
ら
完

に
獨
立
し
て
い
る
。

17
）

『
金
華

先
生

集
』・

十
・「

寧
州
三
皇
廟
祭
田

記
」
に
よ
れ
ば
、

寧
州
で
は
知
州
の

の
も
と

祐
五
年
に

三
皇
廟
の
建
設
が
は
じ
ま
り
、

年
に
完

し
て
い
る
。
そ
の
後

は
儀
制
や

式
に
段
階

に
手
が
加
え
ら
れ
、

寧
醫
學
は
後
至

元
年

（
一
三
三
五

一
三
四
〇
）
に
廟
學
と
し
て
の
體
裁
が
整

え
ら
れ
て
い
る
。

18
）

當
時
の
醫
學
で
は
、
醫

の
ほ
か
に
も
醫
藥
業
を
營
む
家
系
の

や
儒

も
就
學
が
許
さ
れ
て
い
た
（『
元
典

』
禮
部

五
・

典

三
二
・
學
校
二
・
醫
學
・

究
醫
學
）。

六
三

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



19
）

原
題
を
缺
い
て
お
り
、

鄭
金
生
二
〇
〇
三
に
從
い
﹇
自

序
﹈
二
字
を
補
う
。

20
）

亦
聞
儒

云
、
宣

不

酒
。

敗
、
色

、
失

不
時
、
皆
不

。

之

愼
、
豈
但
醫
云
乎
哉
。（『
日
用
本

草
』﹇
自
序
﹈）

21
）

谷
本
の
缺
丁
箇

に
該
當
し
原
題
を
缺
く
。

鄭
金
生
二

〇
〇
三
に
倣
い
﹇
日
用
本
草
序
﹈
五
字
を
補
う
。
ま
た

中
の

讀
し
づ
ら
い
二
字
に
つ
い
て
は
鄭
氏
に
從
っ
て
い
る
。

22
）

至
正
九
年
（
一
三
四
九
）
頃
に
書
か
れ
た
貫
雲
石
の
神

で

あ
る
『
圭
齋

集
』

九
・「
元
故
翰
林
學
士
中
奉
大
夫
知
制

同
修
國
史
貫
公
神

」
に
「
子
二
人
、
長
阿
思

涯
、

州

魯

赤
・

茶
提

・
慈
利
州

魯

赤
、

至
以
淸
白

吏

聞
」
と
み
え
る
ほ
か
、『
環
谷
集
』

四
・「

茶
提

貫

公
子
素
詩

序
」
に
略

が

さ
れ
る
。

23
）
『

史
』

二
八
六
・

政
傳
、『
國

』

三
五
・

禮
部
三
・「
禮
部
右
侍

翰
林
院
學
士

政
傳
」
な
ど
に
略

が

る
。

政
の
生
涯
と
學
問
系

の

略
は
、
石
田
一
夫

「

政
に
つ
い
て
｜

朱
陸
異
同
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
中
國

哲
學
論
集
』
特
別
號
、
一
九
八
一
）
二
三

四
〇
頁
を
參
照
。

24
）

元
、
吾
休
寧
世
家
、
其
先
弗
齋
先
生
、
爲

宿
儒
定
宇
先
生
、

號
朱
子
世

。
其
子
孫
皆
業
儒
、
…
値
豫
家
居
、
來
從
學
南
山
書

院
。（『
篁

集
』

三
五
・

昌
訓

陳

元
序
）

25
）

萬
斯
同
『

史
』

一
三
六
に
、「
李

、
鏡
山
稿
十
三

、

字
彥
夫
、
祁
門
人
、
弘
治
乙
丑

士
、
恩
思
知
府
」
と
み
え
る
。

26
）

谷
本
の
缺
丁
箇

に
該
當
し
原
題
を
缺
く
。

鄭
金
生
二

〇
〇
三
に
從
い
﹇

鎭
題
識
﹈
四
字
を
補
う
。

中
□
箇

も
缺

損
し
て

字
が
な
い
が
、

後
の

脈
か
ら
書
名
と

し
「
用

本
草
」
三
字
を
補
う
。

27
）

抑

魯
記
、
宣
父

酒
市

不

、

敗
、
色

失

、

不
時
之
物
不

。
則

固

門

嘗

也
。
瑞
卿
可
謂
善
學
。

其
考
志
、
脩
復
先
世

、

二
百
餘
年
、

仁

惠
、
續
行

於
世
如
一
日
。
世
顯
可
謂
善
紹
。（『
日
用
本
草
』
重
刊
日
用
本
草

序
）

28
）

昔
人
云
、
莫
爲
於

、
雖
美
弗
彰
。
莫
爲
於
後
、
雖

弗
傳
。

此
豫

以
深
嘉
瑞
卿
之
能
作
、
而
世
顯
之
能

也
。（『
日
用
本

草
』
書
家
傳
日
用
本
草
後
）

29
）

の

谷
大
學
大
宮
圖
書

に
よ
る
一
九
九
七
年
の

査
報

に
東
博
本
に
關
す
る
言

は
な
い
が
、
の
ち
に
ウ
ェ
ブ
上
に
公

開
さ
れ
た
同

査
報

に
基
づ
く
『
日
用
本
草
』
解
題
の
中
で
は
、

東
博
本
と
多
紀
家
舊
藏
本
と
の
關
係
が
附
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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30
）

國
立
公

書

『
改
定

補

閣

庫
藏
書
印

』（
國
立

公

書

、
一
九
八
一
）
七
六
頁
を
參
照
。

31
）

角
倉
一
族
の
事
績
に
關
す
る

年
の
論
考
と
し
て
、
河

將
芳

「

國
期
京

の
酒
屋
・
土
倉
の
一
存
在
形
態
｜
中
世
角
倉

究

六
四

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



の
拾

」（『
日
本

史
』
五
二
〇
號
、
一
九
九
一
）
十
八

三
〇

頁
、
同
「

國
期
京

の
土
倉
・
酒
屋
と
商
・
手
工
業
座
の
一
關

係
｜
角
倉
吉
田
宗
忠
と
洛
中
帶
座
を
中
心
に
」（『
日
本

史
』
五

三
八
號
、
一
九
九
三
）
九
二

九
八
頁
、
原
田
正
俊
「
中
世
の
嵯

峨
と
天

寺
」
淨
土
眞
宗
敎
學

究

・
本
願
寺
史
料

究

『

座
蓮
如
』
第
四

、（
平
凡
社
、
一
九
九
七
）
七
九

一
一
二

頁
、
野
田
泰
三
﹇
他
﹈「
角
倉
一
族
の

史
と

活
動
に
つ

い
て
」（『
京

光
華
女
子
大
學

究
紀

』
五
一
號
、
二
〇
一

三
）
一
四
二

一
五
六
頁
を
參
照
。
な
お
、
角
倉
吉
田
家
と
醫
業

の
關
わ
り
に
つ
い
て
は
、

澤
康
生
「
醫
家
吉
田
家
の
家
系
圖
と

人
物
像
」
森
洋
久

『
角
倉
一
族
と
そ
の
時
代
』（
思

閣
出
版

社
、
二
〇
一
五
）
九
九

一
二
三
頁
に
詳
し
い
。

32
）

江

醫
學

の

立
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
町
泉
壽

「
醫
學

の
學
問
形

（
一
）
｜
醫
學

立

後
」（『
日
本
醫

史
學

誌
』
四
五

三
號
、
一
九
九
九
）
三
三
九

三
七
二
頁
、

同
「
醫
學

の
學
問
形

（
二
）

政
の
改
革
期
の
官
醫
た
ち
の

動
向
｜
『
よ
し
の

子
』
の
記
事
か
ら
｜
」（『
日
本
醫
史
學

誌
』
四
五

四
號
）
五
一
五

五
四
二
頁
、
同
「
醫
學

の
學
問

形

（
三
）
幕
末
考
證
學
の
位
相
」（『
日
本
醫
史
學

誌
』
四
六

一
號
）
三

二
二
頁
を
參
照
。

33
）

國
立
公

書

一
九
八
一
、
二
八

三
六
頁
を
參
照
。

34
）

多
紀
家
の
藏
書
目

は
國

外
に
二
十
本
ほ
ど
確

さ
れ
て
い

る
が
、

書
時
期
や
相
互
關
係
に
つ
い
て
は
未
だ

ら
か
に
さ
れ

な
い
部
分
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
傳
本
の
う
ち

立

の

討
が
な
さ
れ
た
早
稻
田
大
學

藏
の
抄
本
『
聿
修
堂
藏
書

目
』、
國
立
國
會
圖
書

藏
の
抄
本
『
聿
修
堂
藏
書
目
』、
同

『
聿
修
堂
藏
書
目

』
で
確

し
た
。
三
つ
の
目

に
か
ぎ
っ
て

も
『
日
用
本
草
』
の

や
そ
の

は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、

本
書
の

容
も
當
時
は
ま
だ
『

物
本
草
』
の
縮

版
で
理
解
さ

れ
て
い
る
。
多
紀
家
藏
書
目

に
つ
い
て
は
、
木
場
由
衣
登
「
江

考
證
醫
家
の
藏
書
目

に
つ
い
て
（『
日
本
醫
史
學

誌
』
五

五

二
號
、
二
〇
〇
九
）
一
八
三
頁
、
竹

「
聿
修
堂
の
藏
書

目

に
つ
い
て
」（『
日
本
醫
史
學

誌
』
五
七

二
號
、
二
〇
一

一
）
一
五
三
頁
を
參
照
。

35
）

室
本
の
收
書
・
形

の
經
緯
は
、
東
京
國
立
博
物

『
東

京
國
立
博
物

百
年
史
』（
東
京
國
立
博
物

、
一
九
七
三
）、

佐
々
木
利
和
「
博
物

書
目
誌
稿
｜

室
本
之
部
博
物
書

｜
」

（『
東
京
國
立
博
物

紀

』
二
一
號
、
一
九
八
五
）
一
三
五

二

五
二
頁
に
詳
し
い
。

36
）

東
京
國
立
博
物

に

藏
さ
れ
る

室
本
の
目

に
は
、『
博

物

書
目
』（

治
十
一
╱
一
八
七
八
年
刊
）、『

室
博
物

和

書
分

目

』（

治
三
三
╱
一
九
〇
〇
年
刊
）
の
二
種

が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
目

に
『
日
用
本
草
』
は

さ
れ
て
い
な
い
。

37
）

同

の
藏
書
に
登

番
號
が
附
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
博
物
局
が
農
商
務
省
の

管
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
、

い
で

治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
か
ら
二

六
五

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



〇
年
（
一
八
八
七
）
の
千
代
田

庫
（
現
國
立
公

書

）
へ
の

移
管
後
に

度
番
號
が
附
さ
れ
た
。
そ
れ
が
茶
色

書
き
の

國

博
物

藏
書
票
で
あ
る
。
さ
ら
に
臺
帳
の
整
理
が

め
ら
れ
、
白

く
小
さ
め
の
東
京

室
博
物

和
書
レ
ベ
ル
が
附
さ
れ
た
。（

佐
々
木
利
和
一
九
八
五
、
一
六
三
頁
）

38
）

代
宗

に
よ
る
收
書
と
寫
字
臺

庫

立
の
經
緯
は
、
平
春

生
「
寫
字
臺

庫
の

立
に
つ
い
て
」（『

谷
大
學
論
集
』
三
四

二
號
、
一
九
五
一
）
五
八

八
三
頁
、
同
「『

正
寫
字
臺

庫
目

定
則
』
｜
寫
字
臺

庫

究

料
」（『

谷
大
學
論
集
』
三
八

四
號
、
一
九
六
七
）
八
三

一
〇
八
頁
、
大
取
一
馬
﹇
他
﹈「

谷

大
學
圖
書

藏
「
寫
字
臺

庫
目

」
の

究
」（『

谷
大
學
佛

敎

究

紀

』
四
〇
集
、
二
〇
〇
一
）
一
三
二

一
四
二

頁
に
詳
し
く
、
寫
字
臺
印
の

は

の
平
論

の
ほ
か
、
大

木
彰
「
松
岡
玄

自
筆
本
と
寫
字
臺

庫
」（『

谷
史
壇
』
一
二

四
號
、
二
〇
〇
五
）、
三
三

五
三
頁
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
な
お
、

印
影
は
國

學

究

料

の
藏
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
公
開

さ
れ
て
い
る
。h

ttp
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a
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/
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39
）

代

氏
の
系

と
彼
ら
の
て
が
け
た

代
典

の

容
は
、

李
國
慶
二
〇
一
四
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

錠
は
、

・

典
輯
『
休
寧

吾
二

氏
宗

』（

嘉
靖
休

寧

氏
刻
本
）
一
種
、

銑
は
、『
後

書
』（
嘉
靖
八
年
至
九
年

南
京
國
子

校
刻
本
）、『

考
』（

陽

天
馭
校
刊
本
）

な
ど
の
十
二
種
を
版
刻
し
た
。
こ
の
う
ち

銑
は
、

名
な
新
安

醫
家
の
汪
機
『
石
山
醫
案
』（
二
種
）
を
版
刻
し
て
お
り
、
李

は
、
こ
れ
に
行

を
附
し
て
診
療

容
を
ま
と
め
る
な
ど
、
同
地

域
で
の
醫
書
の
出
版
に
深
い
關
わ
り
を
み
せ
て
い
る
。

40
）

李
國
慶
二
〇
一
四
下

、
一
〇
二
三

一
〇
二
四
頁
を
參

照
。

41
）

谷
大
學
大
宮
圖
書

で
は
、
寫
字
臺

庫
舊
藏
本
の
う
ち
醫

學
・
藥
學
等
に
該
當
す
る
古
典

約
六
二
〇
點
に
對
し
て
寫
字
臺

印
の

査
を
實
施
し
て
い
る
（

大
木
彰
二
〇
〇
五
、
五
一

頁
）。
本
願
寺
の
收
書
傾
向
は
平
氏
の

究
で

ら
か
に
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の

査
に
よ
っ
て
史

料
の
兩
面
か
ら
醫
藥
書
蒐
集

の
傾
向
が
裏
附
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

42
）

鄭
氏
は
、『
日
用
本
草
』
各
品
目
の
性
質
、
效
能
、
忌

の
記

に
『
證

本
草
』
か
ら
の
引
用
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
ま
た
、

淸
時
代
に

纂
さ
れ
た
本
草
の
中
で
『
日

用
本
草
』
を

も
引
用
し
た
の
が
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
で
あ

る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
引
用
種
目
の
分
析
か
ら
本
書
の
特

を

り
だ
し
て
い
る
（

鄭
金
生
二
〇
〇
三
、
四
五
七

四
六
〇

頁
）。

43
）

該
當
箇

に
つ
い
て
『
日
用
本
草
』
と
『
本
草
綱
目
』
で
は
、

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

辛
味
、
微

、
無
毒
。

傷

・
頭
痛
・
鼻
塞
・
咳
嗽
・
上
氣
・

止
嘔
吐
・
不
下

。
去
風

熱
・
心
下

痛
。

中
去
冷
・
除

痰
・
開
胃
。
爲

藥
使
解
菌
蕈

物
毒
。
搗
姜
汁
和
蜜
水

之
、

六
六

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て



能
治
中
熱
不
能

。（『
日
用
本
草
』

八
・
五
味

・
生
姜
）

治
、
…

脾
胃
、
散
風

（
元
素
）。
解
菌
蕈

物
毒
（

瑞
）。
生
用
發
散
、
熟
用
和
中
。
解

野
禽
中
毒

喉
痺
。

汁
、

點
赤
眼
。
搗
汁
和

膠

、
貼
風

痛
甚
妙
（
時
珍
）。（『
本

草
綱
目
』

部
第
二
六

・

之
一
・
生
薑
）

44
）

中
村
璋
八
・
佐

一
九
七
八
、
十
八

二
〇
頁
を
參

照
。

寄

稿

規

集

委

員

會

一
、
寄
稿

は
本
學
會
員
に
限
り
ま
す
。

二
、
枚
數
制
限
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
完

原
稿
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

論
考

四
百
字
詰
四
十
枚

度

究
ノ
ー
ト

四
百
字
詰
二
十
枚

度

書

・
新
刊
紹
介

四
百
字
詰
十
枚

度

國
際
學
界
動
向

四
百
字
詰
十
枚

度

な
お
、
論

寄
稿
の
場
合
に
は
、
左
記
の
論

旨
を
添
附
し
て
く
だ
さ
い
。

○
外
國
語
に
よ
る
論

旨

旨
の
作

は
原

に
一
任
い
た
し
ま
す
が
、

集
委
員
會
が
校

訂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
國
語
は
原
則
と
し
て
英
語
と
し
、
語

數
は
三
百
語

度
と
し
ま
す
。
中
國
語
表
記
は
ウ
ェ
ー
ド
方
式
、
あ

る
い
は

（
ピ
ン
イ
ン
）
方
式
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
外
國
語
に
よ
る
論

旨
の
日
本
語
原

投
稿
に
際
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
寄
稿

項
、
原
稿
整
理
票
を

參
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
本
誌
に

載
さ
れ
た
原
稿
は
、
發
行
よ
り
三
年
經

し
た
後
に
ウ
ェ

ブ
上
に
て
公
開
さ
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
を
承
諾
さ
れ
な
い
方

は
投
稿
時
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
お
公
開
さ
れ
る
場
合
も

作
權
は
執
筆

に
あ
り
ま
す
。（
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

く
だ
さ
い
。）

三
、
原
稿
締
切
は
、
六

二
十
日
、
十
二

二
十
日
と
い
た
し
ま
す
。

四
、

容
は
未
發
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

否
は
、
當
學
會
に
御
一
任
く
だ

さ
い
。

五
、

刷
を
御
希

の
方
は
、
有
償
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
印
刷

子
を

作

い
た
し
ま
す
。

六
、
特
殊
製
版
（
圖
版
・
寫
眞
版
な
ど
）、
組
み
替
え
な
ど
の
費
用
は
寄
稿

の

と
な
り
ま
す
。

付
先

〒

茨

縣
つ
く
ば
市
天
王
臺
一

一

一

筑
波
大
學
人
文
社
會
科
學

究
科

史
・
人

學
專
攻

丸
山
宏

究
室

日
本

敎
學
會
事
務
局

電
話

〇
二
九
｜
八
五
三
｜
四
〇
五
〇
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六
七

瑞
『
日
用
本
草
』
に
つ
い
て


